










二調査の概要

3．遺物の出土状況

本年度の調査で出土した石器は総数208点であり、それらを含めた第2～4次調査の遺物出

土状況を第10図に示した。土器はすべてクラック内で出土し、原位置をとどめていない。

出土石器の内容は、製品6点、敲石1点、石核3点、剥片60点、砕片138点であり、各層ご

との出土状況を第4～8図に示した(1)。なお、今回は自然層での把握にとどめ、文化層での把

握は、接合や個体識別をすすめて正式報告書において述べたい。

Ⅲ層からは剥片3点、砕片4点が出土した。牧草地への進入路にあたる部分は削平が著しく、

本来の遺物包含状況を把握できない。

Ⅳa層からは台形石器3点、剥片14点、砕片70点が出土した。D-1 ･ 2， F－4 ． 5グ

リッドで遺物が多い。D－1グリッドでは安山岩製石器の割合が高い。D－2， F－4グリッ

ドでは、青灰色黒曜石製石器が集中する。

Ⅳb層からは石核2点、剥片23点、砕片27点が出土した。遺物数はⅣa層に比べ減少する。

D－2グリッドでは良質の安山岩製石器が、 F－4グリッドでは層理の発達した安山岩製石器

が大半を占める｡G-6グリッドは、風化の著しい黒曜石製石器で占められる。

Va･Vb層からは台形様石器1点、石核1点、剥片10点、砕片19点が出土した。遺物は散

漫に分布する。D－1 ． 2グリッドでは安山岩製石器の割合が高い。D･E-4グリッドでは

黒曜石製石器が多い。

AT下位のⅦ層からは敲石1点、剥片10点、砕片18点が出土した。E－2グリッドで安山岩

製石器が集中する。F－6グリッドに風化の著しい黒曜石製石器がみられる。

各層を通じて共通することは、①遺物は散漫に分布すること、②石材によって偏った分布を

示すこと、③剥片・砕片が多く、石核が少ないことである。 （丸山）

石器の出土

状況

註（1）第2 ． 3次捌森において、 F-5 ･ 6グリッド（北半）はⅦa鬮、 G－4グリッドはVa層上部、 G－6グリッドはⅣb層上部まで

棚り下げている。

4．遺物の概要（図版2中、下左）

出土遺物（第4～8図）

1は緑色チャート製の二次加工のある剥片である。大形の剥片を素材とし、右側縁部に調整

を施す。背面は自然面を残している。

2 ． 3は黒曜石製の百花台型台形石器である。素材剥片を横位に用いる。 2は両側縁部に腹

面側からの急角度調整を施すことにより、両側縁上部が角状に突出する。腹面下部に平坦剥離

を施す。刃部を欠損する。 3は左側縁に腹面側から、右側縁に背面側からの調整が施される。

4は緑色チャート製の百花台型台形石器である。左側縁に背面・腹面両側から急角度調整を

施す。右側縁に素材剥片の打面を残す。

5は流紋岩製の微細剥離を有する剥片である。バルブが発達する。

6は暗緑灰色チャート製の二次加工のある剥片である。背面に打面側より調整を施す。右側

縁と左側縁下部に微細剥離が認められる。

7は白色チャート製の台形様石器である。不定形剥片を素材とし、両側縁部に腹面側からの

粗い調整を施す。末端部を刃部とする。

8は黒曜石製の微細剥離を有する剥片である。両側縁部に微細剥離をもつ。表面は風化して

いるため、光沢が少ない。
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まとめ
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これまでの調査により、本遺跡は縄文時代・旧石器時代あわせて6枚の文化層を包含してい

ることが確認された。特に、百花台型台形石器や、AT下位の台形様石器を伴う石器群が層位

的に確認されたことは、大きな成果として挙げられる。

本年度調査 本年度調査の課題は、未掘であった牧草地への進入路部分に存在する石器群の把握と、 F－
の課題 5 ． 6グリッドⅦ層中の礫群の広がりを確認することであった。

調査成果 調査の結果、全調査区をⅧ層上面まで掘り下げ、石器は全体的に散漫な分布を示し、特にま

とまって分布する箇所はなかった。しかし、出土した石器の中で、百花台型台形石器・敲石は

昨年度までの調査成果を補強する資料として重要である。

百花台型台 Ⅳa層から出土した百花台型台形石器は、素材剥片の打点部・末端部・中間部を用いるなど、
形石器 多様性を示す。素材の部位を意識していないとするよりも、素材として使用可能である部位を

積極的に用いた結果と考えられる。

敲石 Ⅶa層出土の敲石は、これまでの調査を通して初の出土例となった。砂岩製で、軽量かつ平

坦.細長のものである。石器の細かい調整に用いられ、右下縁部の欠損の後に廃棄されたもの

と考えられる。

原ノ辻型台 また、本遺跡と河原第21遺跡（第1図参照）において、原ノ辻型台形石器が採集された。双
形石器 方ともに漆黒色で良質の黒曜石を用いている。素材の用い方・調整法において共通点をもつが、

まさかI〕

完成時の形状が鋏状のものと、左側縁部が顎状に突出するものとで特徴が異なる。同石器が

阿蘇周辺で採集されたのはこれが初めてであり、 これからの資料の増加が期待される。

AT下位の 本年度調査の最も大きな成果は、Ⅶ層から礫群が検出されたことである。分布状況から礫群
礫群 として把握できたのは4基である。礫群の周囲や直下で多くの炭化物が検出され、礫表面に赤

化や煤・タールの付着がみられるものもあった。火を使用した結果と考えられる。

また、礫群はⅦb層の中間辺りで形成され、その面を境界として上と下で石器が出土するこ

とから、Ⅶ層中の石器群は礫群の存在する面によって礫群形成時期に伴うものと、それ以前の

ものとに分かれると想定できる。

礫群の年代 礫群の年代については、第1礫群・第2礫群から検出された炭化物を用いて、AMS (加速

器質量分析）法による''IC年代測定をおこなった。この結果、第1礫群は29370±360BP、第2

礫群は28790±350BPの年代値を得た(1)。

九州地方でAT下位の礫群が検出された例は近年増加しているが、黒色帯下部から出土する

台形様石器を伴う石器群と共伴する礫群は極めて珍しい。それ以前の石器群を伴う礫群の検出

例は、鹿児島県中種子町所在の立切遺跡において3万5千年前の礫群が1基、同県南種子町所

在の横峯遺跡で3万年前の礫群が3基検出された例がある(2)。今回の例は、この2例に続くも

のとしてとらえることができる。また、 これらを含めAT上位の礫群とを結ぶものとして、今

後の礫群研究において大きな意義を持つであろう。

なお、今回で本遺跡の調査は終了した。今後、 4年間の調査で得られたものをもとに多角的

な視野から分析を行い、その成果を正式報告書として刊行する予定である。 （橋口）

N1; ( 1 ) '℃年代側定値はBETAANALYTIIICINC.において、 6'3C補正値を加えて鰍出した年代である。Libbyの半減期5568年をﾉll

い、 61℃の値はそれぞれ-24.5, -27.5を〃jいた。補正前の1℃年代測定値はそれぞれ29360±360BP， 28830±350BPである。

（2）魚元良文・堂込秀人編「横峰遺跡j南樋子町埋蔵文化財発掘調査報告書（4） 南孤子町敬育委員会 1993

′溌込秀人「種子島の旧石器文化」 「日本考古学協会1998年度沖縄大会研究発表要旨」 [1本考古学協会 1998
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